


是
よ
り
南

　木
曽
路

遙
か
彼
方
の
京
を
思
い
、

木
曽
路
に
身
を
引
き
締
め
た

旅
人
を
思
う
。

福島宿 薮原宿宮ノ越宿

奈良井宿

贄川宿

贄
川
宿
か
ら
い
よ
い
よ
険
し
い
道
が
始
ま
る
、

上
洛
の
木
曽
路
。

急
坂
な
峠
道
を
越
え
、
深
い
谷
を
歩
き
、

谷
の
底
を
縫
う
道
だ
け
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宿
場
町
に
た
ど
り
着
い
た
時
の
安
堵
、

旅
籠
で
身
体
を
休
め
る
有
り
難
さ
は
、

さ
ぞ
か
し
深
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

華
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ひ
し
ひ
し
と
旅
人
の
思
い
が
伝
っ
て
く
る
、

人
間
味
の
あ
る
道
が
い
ま
も
延
々
と
伸
び
て
い
ま
す
。

是
よ
り
南 

木
曽
路

 
1

桜
沢
〜
中
畑

 

3

贄
川
〜
平
沢

 

5

奈
良
井
〜
鳥
居
峠

 
7

薮
原
〜
山
吹

 

9

宮
ノ
越
〜
原
野

 

11

原
野
〜
関
町（
木
曽
町
）

 13

福
島
関
所
〜
元
橋

 
15

神
戸
〜
上
松

 

17

上
松
〜
立
町

 

19

倉
本
〜
大
桑

 

21

大
桑
〜
須
原

 

23

大
桑
〜
野
尻

 

25

野
尻
〜
十
二
兼

 

27

南
寝
覚
〜
三
留
野

 

29

三
留
野
〜
か
ぶ
と
観
音

 31

渡
島
〜
妻
籠

 

33

寺
下
〜
大
妻
籠

 

35

男
滝
〜
神
居
木

 

37

一
石
栃
〜
水
車
塚

 

39

馬
籠
〜
諏
訪
神
社

 
41

木
曽
路
の
高
低
差

 
43

是
よ
り
北 

木
曽
路

 
45

WC道しるべ
石碑
東屋
桜・紅葉名所
水場
トンネル跡

ビューポイント
フォトスポット
木曽八景
重要文化財
日本遺産水

トイレ
駐車場
バス停
横断歩道
観光案内所
クマ除けの鐘

凡

　例

‐1‐‐2‐



19

至
日
出
塩
・
本
山

木
曽
路
の
北
の
は
ず
れ
で
す
。

（
江
戸
へ
）

中
山
道
は
や
が
て
広
々
と
し
た

平
地
に
出
て
塩
尻
峠
へ
と
続
く
。

奈
良
井
川
は
ア
ル
プ
ス
の
水
を

集
め
て
日
本
海
へ
注
ぎ
ま
す
。

（
江
戸
へ
）

国
道
か
ら
左
上
へ
坂
道
を
上
る
。

谷
が
狭
く
良
い
景
色
で
す
。

木
曽
路
一
番
の
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た
。

「
立
場
本
陣
」と
も
言
わ
れ

上
段
の
間
を
備
え
た

古
い
立
派
な
家
が
残
る
。

何
百
年
も
木
曽
路
北
端
の
要
所
で
あ
っ
た

桜
沢
集
落
も
、令
和
3
年
の

国
道
桜
沢
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、

今
は
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
街
道（
旧
国
道
）は

村
の
人
が
自
力
で
岩
を
削
っ
て

道
を
作
り
通
行
料
を
取
っ
て
い
た
と
か

信
州
で
最
初
の
有
料
道
路
で
は
？

＝
村
の
古
老
の
お
話
で
す
＝

（
京
へ
）

い
よ
い
よ
木
曽
路
で
す
。

深
い
谷
が
せ
ま
り
ま
す
。

土
木
学
会
推
薦
土
木
遺
産

（
廃
）片
平
橋 

昭
和
10
年
建
設

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

桜沢トンネル
R19

奈良井川
片平橋道祖神

奈良井川

中央西線

境
川

桜沢橋（境橋）

大きな木の下に石碑が
並んでいる（未舗装の道）

『
こ
れ
よ
り
南

　木
曽
路
』
の
碑

明
治
天
皇
の
行
在
所
の
碑

中
部
北
陸
自
然
歩
道
の
道
し
る
べ

中
部
北
陸
自
然
歩
道
の
道
し
る
べ

若
神
子
の
一
里
塚

廃
屋

中
部
北
陸
自
然
遊
歩
道
の

道
し
る
べ

古
中
山
道

中
部
北
陸
自
然
遊
歩
道
の
道
し
る
べ

中
部
北
陸
自
然
遊
歩
道
の
道
し
る
べ

馬頭観音馬頭観音
馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

桜
沢

片
平

中
畑下

遠

柵
で
囲
ん
だ
畑
、

草
が
深
い
時
も
あ
る
。

中
山
道
が
高
巻
で

残
っ
て
い
ま
す
。

は
る
か
下
に
川
が
流
れ

素
晴
ら
し
い
景
色
で
す
。

社殿

（
江
戸
へ
）

行
在
所
過
ぎ
て

右
手
の
土
道
へ
入
る
。

す
ぐ
下
に
国
道
を
望
む

パ
イ
プ
の
手
す
り
に
沿
っ
た

心
地
よ
い
草
道
で
す
。

対
岸
の
山
々
の
眺
め
が
ス
テ
キ
で
す
。

谷
が
深
く
川
は
見
え
ま
せ
ん
。

道
下
に
3
〜
4
軒
の
家

（
京
へ
）

碑
の
前
の
道
路
を
横
断
し

細
い
急
な
土
手
を
斜
め
に
上
が
る
。

（
案
内
板
あ
り
）

畑

心
地
よ
い
草
道

約3.5km（約60～75分） 約3.0km（約60分）

江戸京

‐3‐‐4‐

や
さ
し
く
も

あ
や
め
咲
き
け
り

木
曽
の
山

　
　（
正
岡 

子
規
）

白山神社

諏訪社

JR日出塩駅
WC

桜の丘公園

トイレ間距離

区間距離

か
つ
て
尾
張
と
信
濃
の
境
で
し
た
。

初
期
中
山
道

至
牛
首
峠

　小
野
宿 

伊
那
・
諏
訪

WC約7.0km

茶
屋
本
陣
跡

取
水
口

八重桜 八重桜の並木

桜沢

桜
沢

若
神
子

中
畑

水
鶯
着
寺

お
う
ち
ゃ
く

若
神
子

わ
か  

み   

こ



JR木曽平沢駅

贄
川
宿

JR贄川駅

食堂石碑

休憩所あり

坂

諏訪坂

旧道

階段

第
３
仲
仙
道
踏
切

JRくぐる 諏訪神社
す  わ 奈良井川

う
る
し
の
里
公
園

木曽漆器館

桜の宮のあと
しだれ桜

長野県天然記念物
贄川のトチ

（樹齢千年）
中部北陸
自然遊歩道

漆器店

た
だ
一
人

北
斉
の
絵
の

中
を
行
く

木
曽
の
山
路
の

夏
の
夕
ぐ
れ

‐5‐‐6‐

点
線
の
部
分
の
中
山
道
は

消
滅
し
た
り

危
険
な
所
も
あ
り
ま
す
。

通
行
で
き
ま
せ
ん
。

国
道
を
お
い
で
下
さ
い
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
橋

た
た
く
と
木
曽
節
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

こ
の
部
分
の
中
山
道
は

鉄
道
に
よ
り
消
滅
。

重
要
文
化
財

住
宅 

深
澤
家

国
道
よ
う
壁
の
上
の
道

鉄
板
（
網
状
）
の
歩
道

馬
頭
観
音

上
水
桜

松
の
木
一
本

一
里
塚
が
あ
っ
た
し
る
し
。

見
通
し
悪
い

横
断
注
意

（
京
へ
）

漆
器
店
が
目
印

桝
形
へ
の
入
口
に

防
火
水
槽
の
赤
標
注
あ
り

直
角
の
細
道
は

贄
川
宿
の
桝
形
あ
と
で
す
。

19

跨
線
橋

贄
川
関
所

贄
川
公
民
館

押
込
の
一
里
塚

横
断
注
意

19

車
道
か
ら
少
し
入
る
と

中
山
道
の
名
残
の

家
並
が
あ
り
ま
す
。

楢川診療所

古
中
山
道
の
一
里
塚

橋
戸
の
一
里
塚

塩
尻
市 

木
曾
平
沢

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
進
む
が

堤
防
の
道
の
方
が
車
が
通
ら
ず

川
の
流
れ
に
沿
っ
た

気
持
ち
良
い
道
で
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

漆
工
町
木
曽
平
沢

文
化
財
修
復
工
房

中
山
道
石
垣（
市
史
跡
）

送
ら
れ
つ

を
く
り
つ
は
て
ハ

木
曽
の
秋

（
芭
蕉
の
句
碑
）

漆
器
の
町 

木
曽
平
沢

きれいな漆器店が
ずらりと並ぶ

コンビニ

平沢南

長
瀬

桃
岡

江戸（桜沢へ）京 （奈良井宿へ）

特徴ある町並み

WC

WC
WC

WC

WC

約5.5km（約120分）

木
曽
く
ら
し
の
工
芸
館

「
道
の
駅
」

木
曽
な
ら
か
わ

平沢北

（
京
へ
）

支
所
跡
の
P
の
中
を
通
り

正
面
の
神
社
の
森
の
中
へ

砂
利
道
を
登
る
。

（
京
へ
）

漆
器
店
の
P
に
入
る
。

川沿いの道
（堤防の道）

通学路

（
江
戸
へ
）

家
並
み
の
終
わ
る
辺
り
よ
り

右
手
斜
め
上
石
段
を
上
っ
て

神
社
の
境
内
へ
。

左
の
鳥
居
の
前
を
右
手
に

砂
利
道
を
下
る
。

諏
訪
坂 

中
山
道
の

名
残
で
す
。

（
江
戸
へ
）

右
へ
曲
が
っ
て
す
ぐ
の
左
の
小
道
へ

集
落
過
ぎ
て
山
を
登
り
国
道
の
よ
う
壁

の
上
の
仮
設
道
を
通
り

漆
器
店
の
Ｐ
を
過
ぎ
て
国
道
へ
出
る
。

左
の
歩
道
を
ど
う
ぞ
。

見
え
て
く
る
跨
線
橋
を
渡
っ
て

贄
川
宿
へ
。

国
道
横
断
お
気
を
つ
け
て
！！

観
音
寺

麻
衣
廼
神
社

横
一
列
の
御
柱

漆器店

長
野
銀
行

荻村神社の
湧水

荻村神社の湧水

水

約0.4km
約7.0km約3.5km約2.0km約2.1km WCWCWCWC

トイレ間距離

区間距離

桃岡

贄川関所資料館

横断注意

食堂（そば屋）

日
本
遺
産
2

曲
物日
本
遺
産
3

木
曽
塗
の
製
作
用
具

及
び
製
品

日
本
遺
産
6



WC

WC

WCWC
WC

鳥居トンネル

奈
良
井
宿 JR奈良井駅

ふれあい広場

「
道
の
駅
」

奈
良
井
宿
駐
車
場

鎮神社

浄龍寺
長泉寺

法然寺

鍵の手

そば屋

権兵衛駐車場

SL

御
嶽
四
門
の
一
つ

神
社
の
裏
手
へ

ま
わ
っ
て
下
さ
い

晴
れ
た
日
は

御
嶽
山
が

美
し
く
見
え
ま
す
。

季節の花・野草を
観察してみよう

明
治
に
な
っ
て
開
か
れ
た
道

栃の木群生地

子産みのトチ

鳥
居
峠
は

道
し
る
べ
に
沿
っ
て
進
む
。

堀割り
この間50m位コンクリート道

中
山
道
は
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
通
れ
な
い
。

サテライト道

遊
歩
道
の
案
内

遊
歩
道
の
案
内

こ
こ
が
峠
の
頂
上
で
す
（
一
・
一
九
七
m
）

薮
原
宿
へ 

車
道

鳥
居
峠
が
分
水
嶺

北
は
奈
良
井
川
、
南
は
木
曽
川
と
な
り

奈
良
井
川
は
犀
川
・
千
曲
川
・
信
濃
川
と
な
っ
て

日
本
海
へ
。

木
曽
川
は
太
平
洋
へ
と
注
ぐ
。

車道

石畳

中
の
茶
屋

坂

御
嶽
山
の
霊
神
碑

水

総ヒノキ造りの
木曽の大橋

古い家並みの
美しい町

鳥居峠
戦国時代、木曽義元が松本の小笠原氏と戦ったとき、
この峠の頂上から御嶽を遥拝して戦勝を祈願した。
その効あって勝利をおさめることができたので、よろこんで鳥居を建てた。
以来、鳥居峠と呼ぶようになったという。

古中山道の杉並木
良い風情です

旧道は行止まり
元へ戻る

八
幡
宮

二百地蔵

奈良井川

川沿いの道

通学路

杉
並
木
の
案
内
板

奈
良
井
宿
観
光
案
内
所

（
本
陣
跡
）

鳥
居
峠
を
望
む

眺
望
ポ
イ
ン
ト

奈
良
井
氏
居
館
跡

‐7‐‐8‐

踏切
枡形

体育館

奈良井川橋

中
山
道
は
国
道
19
号
を
通
る
が

堤
防
の
道
の
方
が
車
が
通
ら
ず

川
の
流
れ
に
沿
っ
た

気
持
ち
の
良
い
道
で
す
。

（
京
へ
）

鎮
神
社
を
過
ぎ

す
ぐ
右
手
の
細
い
山
道
に
入
る
。

御嶽遥拝所

WC

石の鳥居

小
さ
な
平
地

立
場
茶
屋
（
峰
の
茶
屋
）
あ
と

休
憩
所
が
あ
り

水
場
が
あ
り
ま
す
。

鳥居峠拡大図

江戸京

約2.5km（約45分）

奈良井

奈良井宿

至権兵衛峠

楢
川
歴
史
民
俗
資
料
館

（平沢へ）（薮原宿へ）

鳥
居
峠
の

一
里
塚

義
仲
の
硯
水

昔
立
場
茶
屋
あ
り

こ
ち
ら
か
ら
も
い
け
る
が

急
な
階
段

森林測候所跡
（休憩所）

国
の
重
要
文
化
財

中
村
邸

高
札
場

大
宝
寺

木
曽
楢
川
小
中
学
校

木
造
の
ス
テ
キ
な
建
物
で
す
。

約3.0km

奈良井川

鳥
居
峠

明
治
天
皇
駐
蹕
所
碑

ひ
つ

峠
の
石
碑

奈良井駅から鳥居峠へ約90分
鳥居峠から奈良井駅へ約60分（ ）

菊池寛の「恩讐の彼方に」の
舞台にもなっています。

木
曽
の
栃

浮
世
の
人
の

土
産
か
な
（
芭
蕉
）

約2.1kmWCWCWC
トイレ間距離

区間距離

約2.3km約0.7km

11月中旬～4月中旬は
凍結防止のため
閉鎖しています

※

WC

※ WC

※

丸山公園

専
念
寺

鐘
楼
の
横
か
ら

町
並
み
を

見
て
み
よ
う

展望台森
林
測
候
所
跡
と

丸
山
公
園
分
岐
の
看
板

草
に
う
も
れ
そ
う
な
石
の
道
標

塩
尻
市 

奈
良
井

日
本
遺
産
1

旧
中
村
家 

住
宅

日
本
遺
産
4

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

宿
場
町 

奈
良
井
宿（
１
９
７
８
年
選
定
）

日本遺産 7

木祖村史跡  鳥居峠

鳥
居
峠
の
ト
チ
ノ
キ
群

日
本
遺
産
8



道
路
横
断
注
意

松
原
林
道

361

獅岩橋

壁画

旧国道 薮原

菅
鷲鳥橋

山吹トン
ネル

歩道有り

長さ33
4m

吉田洞門

神
谷
入
口

点
線
の
中
山
道
は

今
は
通
行
で
き
な
い
。

木
曽
街
道
の
中
で

一
番
谷
が
狭
い
所

山
の
姿
川
の
流
れ
美
し
い
。

こ
の
旧
道
沿
い
を

「
山
吹
横
手
」
と
呼
び

春
、
山
吹
の
花
が
一
面
に
咲
く
。

こ
こ
に
咲
く
山
吹
は

実
を
結
ぶ
と
伝
え
ら
れ

こ
の
枝
で
作
っ
た
箸
を
使
う
と

子
宝
に
恵
ま
れ
る
と
か
…
。

時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば

こ
の
道
を

お
通
り
く
だ
さ
い
。

と
て
も
雰
囲
気
の

よ
い
道
で
す
。

わ
せ
ぐ
り
坂

食
堂

吉田橋

←木曽川

吉
田
（
良
い
田
ん
ぼ
が
あ
っ
た
）

川
沿
い
の
道
へ

車
が
通
ら
ず
安
全

権
兵
衛
ト
ン
ネ
ル
へ

こ
だ
ま
の
森
へ

吉田原の
大曲がり

薮
原
宿

19

JR藪原駅

宮
川
家
史
料
館

宮
川
家
史
料
館
（
漆
器
店
）

消防署

天降社 大モミジ

石
畳

駐
在
所

出
口
の
坂

墓
地

木
祖
村
郷
土
館

高
札
場
跡
（
目
印
）

鳥
居
峠
の

道
し
る
べ

本
陣
跡

薮
原
一
里
塚

下
吉
田

一
里
塚

上
高
地
へ
の
案
内
板
。

薮
原
神
社

食
事
処

御
鷹
匠
役
所
跡

極
楽
寺

良
い
お
寺
で
す

（
藤
田
嗣
治
の
天
井
絵
あ
り
）

至上高地

薮
原
は
木
曽
川

最
上
流
の
宿
場
で
す
。 中

山
道
は
J
R
の

跨
線
橋
を
渡
る
。

中
山
道
で
す
が

こ
の
先
消
滅
。

ガ
ー
ド
く
ぐ
る
。

歩
道
あ
り

防
火
高
塀
跡

列車
D51

村
民
セ
ン
タ
ー

木
祖
村
観
光
協
会

頂上へ1.6km

WC
WC

WC

鳥居トンネル

急坂

　原町清水
おいしい水
で～す

ダムへ

峠道は道しるべに
沿って進む。

江戸京

約3.0km（約60分）

水

飛
騨
街
道
分
岐
点

（
お
い
わ
け
）

‐9‐‐10‐

（鳥居峠へ）（宮ノ越宿へ）

水
を
の
ん
で
は 

水
を
な
が
め
て
は

木
曽
は
花
ざ
か
り

　
　
　
（
山
頭
火
）

薮
原
宿
名
物

お
六
ぐ
し

木曽川

十
四
代
将
軍
に
嫁
い
だ
皇
女
和
宮
様
の
行
列

が
洞
門
上
の
高
巻
の
道
を
何
日
も
何
日
も
続

く
の
を
川
向
こ
う
の
村
人
が
戸
の
隙
間
や
障

子
の
穴
か
ら
見
て
い
た
と
か
。

＝
村
の
古
老
の
お
話
で
す
＝

約3.0km 薮原宿から鳥居峠へ約105分
鳥居峠から薮原宿へ約75分（ ）

WC

「
道
の
駅
」

木
曽
川
源
流
の
里

き
そ
む
ら

約1.2kmWCWC WC
トイレ間距離

区間距離

約0.8km 約1.0km

このあたり
木曽川の流れは
自然で美しい。

笑
ん
館

（
A
E
D
）

わ
ら

飛
騨
街
道
へ 横

断
注
意

獅
子
岩

国
道
が
出
来
て

半
分
以
上
が

隠
れ
て
し
ま
っ
た

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

鉢
盛
山
が
見
え
る
。

木
曽
川
頂
上
直
下
よ
り

流
れ
出
る

コ
ン
ビ
ニ

水

お
六
櫛
の
技
法

日
本
遺
産
9



県道

義仲の手洗水
（枯れている）

『
ら
っ
ぽ
し
ょ
』
は

こ
の
集
落
の
祭
り

石碑 義仲の側室の名前を
入れた和歌

宮
ノ
越
宿

19

木曽川の深い淵 
巴御前はここに住む龍神の化身だったとか。

WC

WC
WCWC

WC

JR原野駅
明星岩公園

生コン工場

JR宮ノ越駅

山吹橋

ケヤキ

義
仲
館
の
案
内
板

南
宮
神
社

寺
と
同
じ
名
の
集
落

昔
、
徳
音
寺
は

こ
ち
ら
に
あ
っ
た
が

川
の
氾
濫
に
よ
り

流
さ
れ
場
所
を
移
し
た
。義

仲
館

田
ん
ぼ
の
中
の
道

旧
中
山
道

脇
本
陣
跡

旧
中
山
道
（
通
行
不
可
）

義
仲
、
元
服
後
は

こ
こ
に
住
ん
だ
。

義仲館跡
やかた

出
梁
造
り
の

立
派
な
家
が
あ
る
。

だ
し
ば
り

巴淵

赤い鳥居
旗挙八幡宮

そば屋

看板「宮ノ越宿」
木曽川

田中邸
出梁造りの家

松
の
木

郵
便
局

葵橋公園
葵
橋

義
仲
橋

寺
橋

義
仲
の
霊
を
弔
い

八
月
十
四
の
夜

こ
の
山
に

「
木
」
の
火
文
字
が

赤
々
と
燃
え
る
。

山吹山

中
山
道
は

点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
不
明
。

中
山
道
は

点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
不
明
。

石碑石碑

（
京
へ
）

福
島
宿
に
か
け
て

木
曽
義
仲
の
生
い
た
ち
の
里

数
々
の
名
所
が
あ
る
。

宮
ノ
越
一
里
塚

第
5
仲
仙
道
踏
切

徳
音
寺

明
星
岩

（
後
方
に
も
大
き
な
岩
が
あ
る
）

「
明
星
岩
伝
説
」

昔
、
木
曽
駒
山
麓
の

濃
ケ
池
が
氾
濫
し
、

こ
の
辺
り
ま
で
浸
水
し
た
。

水
が
引
い
た
後
、

岩
の
く
ぼ
み
に

カ
ジ
カ
が
い
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、

カ
ジ
カ
岩
と
も
い
わ
れ
る

林
昌
寺

中
原
兼
遠
の
墓

さ 

え
義
仲
の
菩
提
寺

巴
御
前
・
義
仲
の
母

小
枝
御
前
の
墓
も
あ
る
。

あ
い

　し
ゅ
く

間
の
宿

祠
が
あ
る

石
の
上
に
の
る
と

木
曽
駒
ケ
岳
が
見
え
る

「
道
の
駅
」

日
義
木
曽
駒
高
原

50
m
位

木
曽
駒
ヶ
岳

（
木
曽
山
脈
）
が
美
し
い
。

そ
の
麓
の
広
が
り
が

木
曽
駒
高
原
で
す
。

徳
音
寺

治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
、

義
仲
が
平
家
追
討
の
兵
を

こ
こ
で
挙
げ
た
。

国
道
横
断
注
意

水

義
仲
の
生
涯
や
各
地
の

伝
説
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
文
化
施
設

義
仲
の
生
涯
や
各
地
の

伝
説
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
文
化
施
設

江戸京

約5.0km（約100分）約3.5km（約70分）
‐11‐‐12‐

（薮原宿へ）（福島関所へ）

中
山
道
の
中
間
点
の
案
内
板

WC

約1.5km
約0.2km約0.4km約0.2km

WCWCWCWCWCWC
トイレ間距離

区間距離

約2.7km

本
陣
村
上
家

主
屋
・
御
門
が
復
元
さ
れ
て

見
学
で
き
る
。

本
陣
村
上
家

主
屋
・
御
門
が
復
元
さ
れ
て

見
学
で
き
る
。

脇
本
陣
跡

明
治
天
皇
宮
ノ
越
御
膳
水

明
治
天
皇
宮
ノ
越
御
膳
水

廿
三
夜
塔
（
下
町
□
□
の
積
）

水
神
・
道
祖
神

廿
三
夜
塔
（
下
町
会
館
の
横
）

水
神
・
道
祖
神

原
野

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
か
す
か
に
跡
を
残
す
の
み

歩
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
か
す
か
に
跡
を
残
す
の
み

歩
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

道
祖
神

徳
音
寺
北

旭
の
滝

八幡宮

庚
申
塔
・
石
造
文
化
財

原
野
石
仏
群

中
央
東
西
線
鉄
路
接
続
点

中
央
東
西
線
鉄
路
接
続
点

徳音寺南

巴淵
〒

ら
っ
ぽ
し
ょ

ら
っ
ぽ
し
ょ
祭
り

日
本
遺
産
16

木
曽
八
景

「
徳
音
寺
の
晩
鐘
」



19

至
木
曽
駒
高
原

そ
ば
屋

文

道祖神

ス
ー
パ
ー

石
作
駒
石
の
墓（
碑
）

「
手
習
天
神
」

薬
師
堂
・
公
民
館

義
仲
の
桜
・
巴
の
松

薬
師
堂
・
公
民
館

義
仲
の
桜
・
巴
の
松

こ
の
辺
り
か
ら

福
島
宿
が
よ
く
見
え
る
。

コンビニ

（
江
戸
へ
）

コ
ン
ビ
ニ
を

右
に
見
て
左
へ
入
る
。

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に

あ
っ
た
が
今
は
不
明
。

通
り
ぬ
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
江
戸
へ
）

お
と
坂

草
の
道
を
く
の
字
に
上
る
。

国
道
へ
出
て
歩
道
を

信
号
交
差
点
ま
で
行
き

左
に
入
る
。

（
京
へ
）

「
フ
ジ
ベ
印
刷
」

過
ぎ
右
手
の

出
尻
一
里
塚
石
碑

右
の
草
道
を
下
る
。

（
江
戸
へ
）

こ
の
先
、
宮
ノ
越
宿
に
か
け
て

木
曽
義
仲
の
生
い
立
ち
の
里
、

数
々
の
名
所
が
あ
る
。

木
曽
警
察
署

（
江
戸
へ
）

ト
ン
ネ
ル
入
口
の

信
号
過
ぎ
て

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

切
目
よ
り
左
下
へ
。

義
仲
・
巴
の
勉
学
の
た
め

京
都
の
北
野
天
満
宮
を

迎
え
た
。

上
田

屋
敷
跡
へ
の
案
内
板

古
い
大
き
な
家
が
残
る
。

廿
三
夜
塔

（
京
へ
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切
目
に

中
山
道
の
案
内
板
あ
り

草
道
を
下
る
。

昔
、
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た

銘
酒
「
七
笑
」
を
作
っ
て
い
た

小
沢
セ
ン
タ
ー

2
ル
ー
ト

ど
ち
ら
も
通
行
可

お
墓

竹
ヤ
ブ

草道

正
沢
川

天
神
川

（
江
戸
へ
）

川
を
渡
り
川
沿
い
に

50
m
ほ
ど
行
き

畑
の
中
の
草
道
を
進
む
。

木
曽
駒
高
原
は

吉
川
英
治
の
小
説

「
新
平
家
物
語
」
や

「
宮
本
武
蔵
」
の

舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

（
江
戸
へ
）

カ
ー
ブ
の
所
よ
り

（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
目
印
）

左
へ
坂
道
を
下
る
。

（
は
ん
ぱ
坂
）

天神橋

矢崎橋

長
福
寺

興禅寺

木曽大橋

製材所

中原兼遠
屋敷跡

ちょっと寄り道
かねとお

上
田
小
学
校

中
学
校

そ
ば
屋

芭
蕉
の
句
碑
「
桜
塚
」

自
動
車
整
備
工
場

木曽川

経
塚

栗
本

上
田

文

江戸京

約3.0km（約60分）

木曽駒高原

レストラン

栗本上田口

矢崎橋

関町

坂

‐13‐‐14‐

（宮ノ越宿へ）京 （福島宿へ）

お
も
ひ
出
す

木
曽
や
四
月
の

さ
く
ら
狩

　
　
　（
芭
蕉
）

（
京
へ
）

そ
ば
屋
過
ぎ

右
手
へ

大
橋
の
下
へ
。

昔
「
嘉
茂
七
茶
屋
」
が
あ
っ
た

至高山・
開田高原

木曽大橋

約4.0km
トイレ間距離

区間距離

鉄
板
の
網
目
の
よ
う
な
橋
で
す
。

通
れ
ま
す
が
通
り
に
く
い
と

思
わ
れ
る
場
合
は
国
道
19
号
を

点
線
の
よ
う
に
お
通
り
下
さ
い
。

小
沢
こ
ざ
わ

GS

中原兼遠＝義仲を育てた武将
巴御前は兼遠の娘でこの屋敷で
生まれたといわれる。

出
尻
の
一
里
塚

国
道
脇
に
あ
り

い
で
し
り

馬
頭
観
音

361

出
尻
の
大
栃

御
料
館

木曽家と山村家の菩提寺
　義仲の墓・時雨桜
木曽家と山村家の菩提寺
　義仲の墓・時雨桜

山頭火の碑

た
ま
た
ま
詣
で
て

木
曽
は

花
ま
つ
り

　

 

　（
山
頭
火
）

旧
帝
室
林
野
局

木
曽
支
局
庁
舎

日
本
遺
産
41



福
島
宿

関
町

八
沢
町

‐15‐‐16‐

19

19

19

（江戸へ）
商店街を過ぎ
家並の切れたところを
右手斜めに池井坂を登る。

（道標あり）

 石垣に也有の句
“まな板のなる日は
   聞かず閑古鳥”

中
八
沢
橋
よ
り
横
宿
ま
で

街
道
は
直
角
に
何
カ
所
も

曲
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
地
形
を

「
桝
形
」
と
言
っ
て

宿
場
の
中
央
に
あ
る

本
陣
を
守
る
た
め
で

こ
こ
に
は
こ
の
様
子
が

良
く
残
っ
て
い
ま
す
。

関
所
門東

門
の
跡

（
京
へ
）

左
の
坂
道
を
登
る

西
門

高瀬家

木曽町
文化交流センター（AED）
福島宿本陣あと

旅館脇本陣跡

御嶽古道（街道）出発点
御嶽山登拝のため
古くから使われてきた歴史の道

レリーフ

観
光
案
内
所

観
光
案
内
所

ス
ー
パ
ー

薬局

木曽川親水公園
「足湯」

高札場

上の段坂

古い井戸

JRの高い鉄橋

古い水場
食事処

大通寺

坂
坂

長坂

酒
屋横

宿

ま
つ
り
会
館

（
11
〜
3
月
休
）

木
曽
病
院

中八沢橋

山村代官屋敷

山村代官屋敷 池井坂

高い石段

木曽川

行人橋

行人橋
歩道橋

BK

関
所
橋

（
い
か
だ
橋
）

中
央
橋

大
手
橋

中
山
道

福
島
関
所

塩渕一里塚

JR木曽福島駅
職人町

「八沢春慶」など
漆器の産地であった

水
戦国時代に引かれた用水が
今も豊かに流れています。

寺の境内に武田信玄の娘
「真理姫さま」の供養塔あり。

元
橋
バ
ス
停

御
嶽
山
へ

（
鳥
居
）

元
橋

沼
田
野

横
断
注
意
！！

木曽川

旧国道

坂

案内板
坂

ダム

（
京
へ
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
沿
っ
て

国
道
の
陸
橋
の
下
へ
進
む
。

木
曽
町
役
場

（
案
内
板
あ
り
）

（
京
へ
）

駅
よ
り
中
山
道
の
入
口
に
注
意

神
社
裏
の
板
カ
ベ
沿
い
の
細
道
を
入
り

役
場
の
門
前
を
右
に
進
む
。

（
江
戸
へ
）

ス
ー
パ
ー
を
左
に
見
て

右
手
の
細
道
へ

白
い
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
。

（
江
戸
へ
）

広
い
車
道
か
ら

左
手
の
細
道
へ
坂
を
下
る
。

江戸京

約2.0km（約45分）約3.0km（約45～60分）

WC WC

塩渕

県
立
木
曽
病
院

津
島
様
祠

元橋

王滝川
　（昔は伐採木を流した）

万郡

旧
橋
跡（
つ
り
橋
）

（手習天神へ）
石
垣
は
当
時
の
も
の

（上松宿へ）

変
電
所 スーパー

BK

木
曽
合
同
庁
舎

WC

WC

WC

WC

上町
文化交流
センター

広小路プラザ
（まちづくり
  木曽福島）

行人橋

案内板
ツ
リ
ガ
ネ

ニ
ン
ジ
ン

WCWCWCWCWCWC
トイレ間距離

区間距離

約0.2km約3.5km 約0.4km 約0.56km 約0.43km約0.22km

崖屋づくり

（
京
へ
）

元
橋
過
ぎ
て
す
ぐ
左
へ

神
戸
架
道
橋
く
ぐ
る
。

文

木
曽
青
峰
高
校

そ
ば
屋

漆
器
屋コンビニ馬

頭
観
音

J
R
ト
ン
ネ
ル
（
閉
鎖
）

旧
J
R
（
鉄
道
跡
）

山
蒼
く
暮
れ
て

夜
霧
に

灯
を
と
も
す

木
曽
福
島
は

谷
底
の
町

　
　
　（
水
穂
）

山
村
代
官
屋
敷

日
本
遺
産
12

日本遺産 18

高瀬家

日本遺産 17

木曽踊りと木曽節

日本遺産 13

福島関所

島崎藤村の姉が嫁いだ家

木
曽
八
景

「
御
嶽
の
暮
雪
」

す
ん
き
漬
け

（
南
木
曽
町
を
除
く
エ
リ
ア
）

日
本
遺
産
38



神
戸
ご
う
ど

名
所 

木
曽
の
棧
か
け
は
し

‐17‐‐18‐

19

19

19

ガソリン
スタンド

跨線橋

「道の駅」
木曽福島
（木曽市場）

御嶽教木曽本宮
白
川
阿
古
多
丸
の
墓

看板会社

古い家並みが
残っている

木曽川

道標

かけはし大橋
右岸道路

上松大橋
新茶屋橋

新茶屋川

「
沓
掛
観
音
と
一
里
塚
」

※
木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の
観
音
堂

　こ
の
お
堂
の
前
を

　中
山
道
が
通
っ
て
い
た
。

「
沓
掛
観
音
」

人
の
言
葉
が

わ
か
る
と
い
わ
れ
た

義
仲
の
名
馬
は

命
令
ど
お
り
の
距
離
を
跳
ん
だ
が

そ
の
距
離
が
一
間
足
り
ず

棧
下
の
河
中
に
転
落
し
て

死
ん
で
し
ま
っ
た
。

義
仲
は
供
養
の
た
め

金
の
観
音
像
を
作
ら
せ

弔
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

も
し
そ
の
馬
が
名
馬
で
な
か
っ
た
ら

歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
？
…

「
此
石
垣
慶
安
元
戊
子
年

  

六
月
良
辰
成
就
焉
畢
」

旅
人
の
失
火
で

焼
失
し
た
棧
を

再
建
し
た
時
の

銘
文
が
岸
壁
に

彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
か
ら

西
方
の
山
の
間
に

木
曽
御
嶽
山

が
見
え
る
。

ガ
ー
ド
く
ぐ
る
。

コウヤマキの
木が目印

（
京
へ
）

赤
い
ホ
ー
ス

格
納
箱
が
目
印

線
路
わ
き
の

細
い

草
道
を
進
む

薄
暗
い
林
の
道

川
と
川
が

出
合
う
地
名

馬
頭
観
音

上
松
宿

JR上松駅

（
大
き
な
石
の
鳥
居
）

「
御
嶽
山
神
戸
遙
拝
所
」

御
嶽
四
門
の
一
つ

村
人
や
旅
人
が
は
る
か
に

御
嶽
山
を
お
参
り
し
た
所

（
現
在
こ
の
場
所
か
ら

  

御
嶽
山
は
見
え
な
い
）

よ
う
は
い
じ
ょ

点
線
の

部
分
は
不
明

※
林
の
中

木
曽
町
の

南
の
端
の
集
落

御
嶽
遙
拝
所
の

案
内
板

沓掛一里塚の石碑トンネル

山
頭
火
の
碑 板

敷
野

寺
坂

棧
温
泉
（
茶
色
の
鉱
泉
）

（
入
浴
の
み
も
O
K
！
）赤

沢
自
然
休
養
林

森
林
鉄
道
へ

旧
森
林
鉄
道

旧
森
林
鉄
道

上
松
宿

桝
形
あ
と

本
陣
塚
本
家

（
京
へ
）

酒
屋
の
前
の
歩
道
橋
の

左
手
の
坂
道
を
登
る
。

中
山
道
寺
坂

中
山
道

木
曽
駒
登
山
道

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

現
在
通
り
抜
け
出
来
な
い
。

新
茶
屋
（
や
よ
い
の
茶
屋
）

ワ
ラ
ビ
も
ち
名
物

十
王
堂
跡
・
高
札
場
跡

お
地
蔵
様
と
馬
頭
観
音

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ

（
白
・
ピ
ン
ク
の
花
）

上
松
一
里
塚

犬
走（
裏
道
）

上松町内
あげまつ

酒
屋酒

屋

寝
覚
へ

歩
道
橋

江戸京

約2.5km（約60分）

広
小
路

下町

十王橋

若宮八幡宮

鬼淵橋

（福島宿へ）（寝覚の床へ）

心
細
い
よ

木
曽
路
の
旅
は

笠
に
木
の
葉
が

舞
い
か
か
る

（
木
曽
節
の
一
節
）

桟
や

命
を
か
ら
む

蔦
か
つ
ら

（
芭
蕉
の
句
碑
）

棧
や

あ
ぶ
な
い
処
に

山
つ
つ
じ

　
　

   

（
子
規
）

WC

WC

さん

「木曽のかけはし」
かけはしは木曽川を渡る
橋では無く岩かべに沿っ
て丸太を組んだ棧のよう
な道であったという。

WC

WC

約3.5km約1.8km WCWCWCWC
トイレ間距離

区間距離

約3.0km約0.4km

観光案内所

ル
ー
プ
橋
を
渡
ら
ず

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
。

（
車
注
意
）

三
角
形
の
ト
ラ
ス
橋

産
業
遺
産

橋
か
ら
導
水
管
が
見
え
る
。

歩道橋

案内板

旧国鉄トンネル
窓がある

和式

トンネル

か
け
は
し
ふ
め
ば

旅
の
こ
こ
ろ
の

ゆ
る
る
と
も

　
　
　（
山
頭
火
）

歩
道
あ
り

玉
林
院

（
黒
松
千
本
）

自
然
道
案
内

上
松

福
島

日本遺産 25

木曽の桟

木曽八景
「棧の朝霞」

木
曽
の
森
林
鉄
道

日
本
遺
産
23

約4.0km（約75分）



水
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19

19

越
前
屋

老
人
ホ
ー
ム

墓地

桂
の
大
木

秋
甘
い
香
り

た
せ
や

浦島太郎の
伝説がありますよ。

木曽川

木曽川

坂

集合住宅

コンビニ

陣屋跡

臨川寺

中沢橋
常夜燈

３回まわって土葬した

諏訪神社

R19の
トンネル

中
山
道
の
頃
の
立
場
茶
屋

今
も
古
い
家
が
残
る
。

大
名
の
休
憩
の
た
め
の

上
段
の
間
ま
で
つ
い
た

広
壮
な
建
物
。

（
茶
屋
本
陣
と
い
う
）

上
松
小
学
校

尾
張
藩
材
木
役
所
の
あ
っ
た
所

文
化
元
年
の
滑
川
橋
石
垣
改
修
銘
文
が
石
壁
に
あ
る
。

「
石
垣
　
文
化
元
甲
子
八
月
下
旬
出
来
」

十
字
路
の
所
土
手
の
上
に

斎
藤
茂
吉
の
歌
碑
あ
り
。

小
学
校
の
前
に

芭
蕉
の
文
学
碑
あ
り
。

名
所 

寝
覚
の
床

ね
ざ
め

名
所 

小
野
の
滝

文

寝
覚
へ

（
江
戸
へ
）

車
道
を
外
れ
白
い
フ
ェ
ン
ス

の
坂
道
を
下
る
。

中
山
道
の
頃
か
ら

有
名
な
そ
ば
屋

（
寿
命
そ
ば
）
だ
っ
た
家
。

（
京
へ
）

寝
覚
簡
易
郵
便
局
の

前
を
左
へ
。

中
山
道

通
れ
ま
す
が

人
様
の
家
の

庭
先
で
す
の
で
…
？

〝
え
の
木
〞

一
里
塚
に
植
え
る
木
に

何
が
良
い
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ

「
え
え
木
を
植
え
よ
」
と

指
示
あ
り

え
の
木
を
植
え
た

木
曽
で
二
番
目
に
大
き
い

小
野
ヶ
谷
の
吊
橋

車道終わり

滑川橋

新
し
い
石
畳

石
垣

橋の上より谷川きれい。

ガ
ー
ド

滑
川

坂
上松中学校
文

荻
原
一
里
塚

な
ご
み
の
水

お
い
し
い
水
あ
り
ま
す
。

荻
原
沢

東
野
へ

坂く
る
み
坂

神
明
神
社

木
曽
古
道

中
山
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
京
へ
）

宮
戸
へ
の
入
口

荻
原
沢
の
橋
よ
り
1
0
0
m
位
。

中
央
線
上
の
高
い
所
に

中
山
道
が
残
っ
て
い
る
。

少
し
上
り
ま
す
が
静
か
な
道
で
す
。

（
京
へ
）

昔
風
の
立
派
な
家
が
あ
る

土
蔵
の
脇
を
抜
け
る
と

道
は
細
い
草
道
に
な
る
。

（
く
る
み
坂
）

い
い
景
色
デ
〜
ス
！！

木
曽
川
に
つ
り
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
休
み
し
て

ユ
ラ
ユ
ラ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

か
け
は
し
沢 

急
峻
な
谷

ガ
ー
ド
く
ぐ
る
。

ガ
ー
ド
く
ぐ
る

荻
原
お
ぎ
は
ら宮

戸

立
町

串
ヶ
下

中
山
道
と
木
曽
古
道
の

案
内
板
あ
り
。

（
京
へ
）

国
道
へ
出
て
す
ぐ
左
へ

中
央
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
と

民
家
の
間
へ
。

立
場
の
あ
っ
た
所

良
い
町
並
で
す
。横

断
歩
道
を
渡
る

こ
の
方
向
に
乗
鞍
岳
が

み
え
ま
す

諸
原
橋

明
治
天
皇
立
町
御
小
休
所

（
明
治
13
）

（
江
戸
へ
）

倉
本
駅
よ
り
お
よ
そ
7
0
0
m
国
道
を
進
み

立
町
集
落
に
向
か
っ
て
左
の
道
に
入
る
。

江戸京

約2.5km（約60分） 約1.5km（約45分）

木曽山脈（中央アルプス）

石
畳
へ
の

目
印

この付近からの
木曽駒ヶ岳は最高の景観

WC

寝
覚
の
床

小野の滝

木曽古道

スズタケ

荻原

砂防ダム
滝あり

川狩番所
があった

立町

〒

（寝覚の床へ）（倉本へ）

ホテル

木
曽
路
美
術
館

※
開
館
は
不
定
期

寝
覚
の
床

無
料

駐
車
場

約2.2km約2.2km約5.5km WC
トイレ間距離トイレ間距離

区間距離

山
は

し
づ
か
に
し
て

性
を
や
し
な
ひ

水
は
動
い
て

情
を
な
ぐ
さ
む

（
洒
落
堂
の
記
よ
り
）

山
は

し
づ
か
に
し
て

性
を
や
し
な
ひ

水
は
動
い
て

情
を
な
ぐ
さ
む

（
洒
落
堂
の
記
よ
り
）

陣町

「寝覚の夜雨」
木曽八景

木曽八景のうち
５か所が上松にあります。

「
風
越
の
晴
嵐
」
風
越
山

昼
顔
に
昼
寝

せ
ふ
も
の
床
の
山

　 

（
芭
蕉
句
碑
）

柱
跡

鳥
居
の
礎
石

中
山
道
北
み
か
り

そ
ば
屋

引導場

駒
ヶ
岳

み
え
そ
め
け
る
を

背
後
に
し

小
さ
き
汽
車
は

袂
に
入
り
ゆ
く

駒
ヶ
岳

み
え
そ
め
け
る
を

背
後
に
し

小
さ
き
汽
車
は

峡
に
入
り
ゆ
く

滝
を
見
る
た
め

J
R
線
路

ず
ら
し
た

木
曽
八
景

木曽八景

日本遺産 24

寝覚の床

「駒の夕照」

木
曽
八
景

「
小
野
の
瀑
布
」
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古い民家が
残っている。

心地よい草道
当時の数少ない中山道が
ここにそのまま残っています。

倉本拡大図

JR倉本駅

木曽川

坂

川の流れ美しい

桃山発電所
（日本最初の東・西サイクル発祥の地）

この辺り柿の木が多い

坂

常夜灯

道標あり

草
道
の
坂

大
沢
川

大沢橋

（江戸へ）
大沢橋を渡り空木岳登山の案内板を見て
ガードをくぐる。

オオヤマレンゲ
（6月中旬開花）

道標あり

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
川
を
渡
る
丸
木
橋
も
な
く
通
行
不
可
。

30m

ガ
ー
ド

うどん屋

養殖地
倉
本
一
里
塚

古
い
蔵

車
庫 竹

林

栃
の
木
坂

中
山
道
で
す
。

草
道
が
線
路
に
向
か
っ
て
の
び
て
い
ま
す
が

線
路
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

木
曽
殿
越
登
山
道

中
山
道
か
ら
東
へ
続
く
細
い
道

義
仲
が
伊
那
に
攻
め
た
時

利
用
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

倉
本

庚申塔 案内板あり
こうしんとう

池
の
尻

（
京
へ
）

車
道
行
止
ま
り

国
道
と
旧
食
堂
の

建
物
の
間
を
上
る
。

未
舗
装
の

部
分
あ
り

桃
山
の
滝

食
堂

（
今
は
営
業
し
て
な
い
）

（
江
戸
へ
）

旧
食
堂
と
国
道
の
間
を

池
の
尻
集
落
に
向
か
っ
て
下
る
。 大

桑
村

至
須
原
す
は
ら

江戸京

約3.0km（約60分）

（上松宿へ）（須原宿へ）

空木岳の案内板
うつぎ

（
京
へ
）

一
里
塚
の
P
を
過
ぎ

信
号
の
手
前
か
ら
右
手
へ
下
る
。

WC

万場
池の尻

約2.0km（約45分）
約5.5km約5.3km WC

トイレ間距離

区間距離

日本遺産 37

手打ちそば
（木曽全域）
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19

19

ゆったりと穏やかな宿場
水舟が旅情を誘う。

木曽三大寺のひとつ（興禅寺・長福寺）
美しいお寺です お立ち寄り下さい。

JR須原駅

須原宿の屋根勾配はゆるやか　雪は降っても30cmくらい

階段

水場

階
段

山
城
跡

竹林

蔵

カーブミラー
2ヶ

木曽川

吊
り
橋
跡

須原宿の水舟
（木曽五木の一つ、
 サワラで作られています。）

色
と
り
ど
り
の
鯉
が

泳
い
で
い
ま
す
よ
。

村
の
天
然
記
念
物

「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
」

春
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
。

桜
の
木
ま
で
は
行
け
ま
す
。

糸
瀬
山
登
山
口
か
ら

入
っ
て
下
さ
い
。

点
線
の
中
山
道
は

通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん

池

土蔵

池

一
軒
家

馬
宿
だ
っ
た
家

（
街
道
を
行
き
来
す
る
馬
の

  

世
話
を
し
た
）

一
軒
家

しだれ桜

神明神社
大杉2本必見

（
京
へ
）

の
ぞ
き
ど
高
原
の
案
内
板

（
江
戸
へ
）

ス
キ
ー
場
の
案
内
板

第
９
仲
仙
道
踏
切

坂

空
家

（
江
戸
へ
）

国
道
土
手
の
上
の
桜
の
木
を
見
て

左
の
細
道
へ
。

（
京
へ
）

黄
色
の
車
止
め
の
あ
る

左
の
細
い
道
へ

中
山
道
に
近
い
位
置
で

車
も
通
ら
ず
ゆ
っ
く
り
歩
け
ま
す
。

（
江
戸
へ
）

歩
道
案
内
を
見
て
右
の
細
道
へ

国
道
に
は
歩
道
が
無
い
。

歩
道
案
内
の
立
て
札

大
和
屋（
土
産
）

（
京
へ
）

駅
入
口
よ
り
5
0
m
程
下
る

石
垣
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
間
の

細
い
道
が
中
山
道
で
す
。

こ
の
辺
り
に
一
里
塚
と
高
札
場
が
あ
っ
た
が

今
は
面
影
を
知
る
こ
と
も
で
き
ず
。

中
山
道
不
明

大
杉

鹿
島
神
社

幸
田
露
伴
の

文
学
碑

須
原
一
里
塚

須
原
宿

す
は
ら

定
勝
寺

じ
ょ
う
し
ょ
う
じ

鍵
屋
の
坂
（
須
原
宿
の
桝
形
）

古
い
家
の
間
を
水
が
流
れ

両
側
に
道
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
宿
場
の
原
風
景

他
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

須
原
宿
は
現
在
よ
り

川
寄
り
に
あ
っ
た
も
の
が

木
曽
川
の
度
重
な
る
氾
濫
で

現
在
の
場
所
へ
移
り

中
山
道
で
は
最
も
新
し
く

整
備
さ
れ
た
宿
場
。

高
樋
家
（
元
旅
館
）

武
家
屋
敷
の
よ
う
な

立
派
な
門
構
え
の
家

（
江
戸
へ
向
か
う
目
印
）

体
育
館
・
資
料
館
の

案
内
板

（
江
戸
へ
）

白
い
蔵
と
2
本
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
目
印

左
へ
入
る
。

古
い
立
派
な
旅
籠

「
か
し
わ
や
」

本
陣 

木
村
家

鍵
屋
土
蔵

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
橋

材
木
店

長
坂

江戸京

約4.0km（約60～75分）

約2.0km

糸
瀬
山
登
山
口

案
内
板

案
内
石
碑

ト
ン
ネ
ル

（倉本へ）（野尻宿へ）

WC

約5.3km約2.0km WC
トイレ間距離

区間距離

案内石碑

コンビニ

保
育
園

脇
本
陣

高
札
場
跡

は
ん
ぎ
ょ
う
坂

スーパー

水

常
夜
燈

秋
葉
大
権
現

（
火
の
神
様
）

小学校の門
（二本の
石柱）

…
水
舟

日本遺産日本遺産 28

定勝寺本堂・庫裡・山門定勝寺本堂・庫裡・山門

日本遺産 5 そば切り発祥の里

国の重要文化財
本堂・庫裡・山門
国の重要文化財
本堂・庫裡・山門
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19

19

穏やかな
風景です。

中山道のバイパスとして
作られた。

JR大桑駅

出
梁
造
り
の
家

JR
野尻駅

上り

木曽川

坂二軒家

三色桃

中
部
北
陸

遊
歩
道
の

案
内
板

中
部
北
陸

遊
歩
道
の

案
内
板

踏
切
よ
り

橋
場大

島

関
山

長
野

い
わ
で

け
ん 

が
い

岩
出
観
音
（
小
高
い
所
）

京
都
の
清
水
寺
に
似
た

懸
崖
造
の
建
築
。

高
い
ヤ
グ
ラ
の
上
に
お
堂
が
あ
る

美
し
い
お
堂
で
す
。

紅
葉
が
美
し
い
。

（
京
へ
）

左
の
赤
い
ポ
ス
ト
目
印
で

左
へ
入
る
。

野尻の宿は七曲り
外敵を防ぐため街道を曲げてあった。

ななまが 渓
斎
英
泉
の

「
野
尻
伊
奈
川
橋
遠
景
」
の

絵
に
似
た
景
色
が

伊
奈
川
橋
の
向
こ
う
に

今
も
見
ら
れ
る
。

（
京
へ
）

集
落
の
中
程

橋
の
手
前
左
へ

天
長
院
へ
の
案
内
板
あ
り
。

須
原
発
電
所

近
代
産
業
遺
産

１
９
２
２
運
転
開
始

天長院
境内に子育て地蔵などの
石仏が多くある。

中
山
道
消
滅
部
分

ル
ー
ト
変
更
す
る

以
前
の
中
山
道

長
野
一
里
塚

県
宝 

池
口
寺

白
山
神
社

大
桑
発
電
所

横
断
歩
道
を
渡
る

三
ノ
沢
岳中

岳

宝
剣
岳

木
曽
駒
ケ
岳前

岳
麦
草
岳

き
ば
岩

案
内
石
碑

案
内
石
碑

駐
在
所

案
内
石
碑

妙
覚
寺

伊奈川橋

※

三瀬町の里

善
光
寺

水場
坂

古中山道

水
害
記
念
の
碑

大
正
12
年
の

土
石
流

（
蛇
抜
け
）
の

翌
年
建
立

水
害

ながのじゅくばし

平和公園

棚田

兼平山

岩出観音上
田
沢

第
10
仲
仙
道
踏
切

第
11
仲
仙
道
踏
切

第
12
仲
仙
道
踏
切

坂

水

〒

「
道
の
駅
」
大
桑

明
治
天
皇
御
小
休
碑

（
図
示
）

横
断
注
意

桜
並
木

こ
の
辺
り
か
ら
江
戸
側
を
見
る
と

中
央
ア
ル
プ
ス
の
姿
が

素
晴
ら
し
い
。

山
が
木
曽
川
の

近
く
ま
で
迫
っ
て
い
る

野
尻
宿 倉坂

くらんざか

高
札
場
跡

本
陣
あ
と

大
桑
村
野
尻
出
張
所

（
野
尻
地
区
館
）

大
桑
村
野
尻
出
張
所

（
野
尻
地
区
館
）

のぞきど森林公園

「
西
の
は
ず
れ
」
と
い
う

屋
号
の
家

与川～三留野宿
「歴史の道」

（
江
戸
へ
）
ポ
ス
ト
目
印
で
右
へ

赤
い
レ
ン
ガ
の
建
物
目
印

廃
モ
ー
テ
ル 

石
碑
あ
り

カ
フ
ェ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

脇
本
陣
跡

明
治
天
皇

御
膳
水

間
違
え
や
す
い
の
で
注
意

江戸京

約3.0km（約60分） 約4.5km（約90～100分）

東
の
は
ず
れ 

屋
号
も
「
は
ず
れ
」

WC
WC

WC

文

（須原宿へ）（十二兼へ）

WC

ア
パ
ー
ト

約2.5km 約2.0kmWCWCWCWC 約1.3km約2.0km

案
内
石
碑

今
井
の
ナ
ギ

※絵図の方向

案内石碑

入る道
わかりにくい

平沢立場茶屋
土蔵

役場

坂が急なので
茶屋で休息

IHI

案
内
図

薬
師
堂

い
ぼ
石

常
夜
燈

〒

ち
こ
う
じ

日
本
遺
産
27

トイレ間距離

区間距離
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1919

19

木曽川のダム・形の良い橋
深い谷は阿寺渓谷です。

JR十二兼駅
じゅうにかね

木曽川

坂

坂

白
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

小
さ
な
橋
。

野尻宿下在郷拡大図
しも   ざ い   ごう

消
防
団

第
三
分
団
の
小
屋

下
在
郷

一
里
塚

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

二
反
田
橋

下
在
一

良い景色
です

石
仏

馬
頭
観
音

「
妻
神
社
」
塞
の
神

村
人
が
集
落
の
入
り
口
に
祀
っ
て

外
か
ら
の
悪
い
病
気
を

遮
る
た
め
に
祀
っ
た
神

大
き
な
家
の

縁
側
の
前
を
通
る
感
じ
。

温泉旅館
（日帰り入浴OK）

第
13
仲
仙
道
踏
切

第
14
仲
仙
道
踏
切

ガード
蛇
抜
沢

花
崗
岩
の
沢

鉄
砲
水
が
出
や
す
い

白い土蔵

野尻トンネル

お
し
や
ご
じ
あ
と

勝井坂

元牛小屋

阿寺渓谷入口

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

あ
て
ら
美
し
い

阿
寺
渓
谷
へ

旧
第
3
仲
仙
道
踏
切

読書ダム

天王洞国有林

木曽西古道

飯盛山

中
山
道
は
点
線
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

中
山
道
は
点
線
の

よ
う
に
あ
っ
た
が

今
は
通
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

（
京
へ
）

国
道
に
出
た
ら

歩
道
に
沿
っ
て
橋
を
渡
っ
て
か
ら

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
切
れ
目
か
ら

横
断
し
て
下
さ
い
。

充
分
注
意
し
て
！！ 

（
京
へ
）

Y
字
路
を
右
へ
下
る
。

右
手
の
家
の

玄
関
前
を
通
る
感
じ
。

豊
作
や
幸
福
を
授
か
ろ
う
と

二
十
三
夜
の
月
の
出
を
拝
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
境
の
沢

吊
り
橋 小

滑
沢

熊
野
沢

田
の
沢

八
人
岩
沢

立
場
あ
と

坂

坂

木
曽
熊
野
神
社 砂防ダム

下横橋

新茶屋橋

倉庫

集会所

十二兼北

十
二
兼
南

坂

十
二
兼

じ
ゅ
う
に
か
ね

八
人
石

は
ち
に
ん
い
し

鉄
道
と
国
道
下
の

水
路
ト
ン
ネ
ル
に
仮
設
し
て
あ
る

歩
道
を
注
意
し
て
渡
る
。

水
路
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
が

わ
か
り
づ
ら
い
の
で
注
意
。

通
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

点
線
の
よ
う
に
迂
回
し
て
下
さ
い
。

大
岩
す
が
浸
水
す
る
と

下
流
域
に
水
害
の
恐
れ
が

あ
る
目
印
と
な
っ
て
い
る

約4.0km（約90分）

江戸京

WC

（野尻宿へ）（三留野宿へ）

（
京
へ
）

右
手
の

家
に
沿
っ
て

下
り
坂
へ
。 木曽川に架かる阿寺橋、

阿寺川に架かる
阿寺川橋が見える

（
江
戸
へ
）

踏
切
を
渡
っ
た
右
の
細
道
へ
。

下
在
郷
橋

十二兼一里塚

廿
三
夜
碑

中
山
観
音

（
い
ぼ
と
り
観
音
）

大岩す
小岩す

約4.1km約4.4km WC
トイレ間距離

区間距離

案
内
石
碑

案
内
石
碑

案
内
石
碑

案
内
石
碑案

内
石
碑

案内石碑

新
茶
屋

南
木
曽

大
桑

常
夜
燈常夜燈

西濃運輸創業者のお墓（田口利八）
観
音
堂
の「
く
つ
」を
使
い

祈
願
す
る
と
不
思
議
に

イ
ボ
が
と
れ
る
と
伝
説
が
あ
る
。

あ
と
の
お
礼
参
り
も
必
要
で
す
。

日本遺産 40

木曽の朴葉巻
（木曽全域）

日本遺産 29

阿寺渓谷



公衆電話

羅
天
沢

ワ
ル
沢

羅
天
岩
窟

19

19

木曽川

与川

柿
其
橋

立
場
茶
屋

あ
と

柿
其
川

中
川
原
沢

御
嶽
霊
神
碑

古い家が
残っている

ら
て
ん

明
治
天
皇
中
川
原
御
膳
水
碑

江
戸
時
代
の
木
曽
路
名
所
図
会
に

「
野
尻
よ
り
三
留
野
ま
で

 

お
よ
そ
二
里
半

 

道
は
深
き
木
曽
川
に
沿
い

 

せ
ま
き
所
は
木
を
切
り
渡
し

 

つ
た
・
か
づ
ら
に
て
か
ら
め
て

 

そ
の
巾
を
お
ぎ
な
い

 

馬
に
も
乗
り
が
た
き

 

は
な
は
だ
危
う
き
と
こ
ろ
あ
り

 

お
気
を
つ
け
め
さ
れ
い
」

と
書
き
添
え
て
あ
っ
た
と
か
…
。

この奥に
月の名所「与川の里」がある。

「木曽の与川の里に
 樽のようなでっかい月が出た」
=江戸時代の旅日記より=

木
曽
川
よ
り
に

数
軒
の
家
が
あ
る
。

（
羅
天
の
桟
道

修
復
の
た
め

鍛
冶
屋
さ
ん
が

住
ん
で
い
た
）

（
京
へ
）

金
知
屋
過
ぎ
て
（
3
0
0
m
位
）

左
へ
入
る
。

横断歩道なし
横断注意！！

江戸の方向に見える景色

「
木
曽
路
は

す
べ
て
山
の
中
」

大きな松が
目印

ガ
ー
ド

花
巻
沢
橋
り
ょ
う

馬
頭
観
音

歴史の道 与川～野尻へ
（4時間30分）
外国人に人気

中山道

中山道

砂利道

坂
坂

県
道

264
の
標
識 金

知
屋

か
な
ち
や

沓
掛
く
つ
か
け

清
水
し
み
ず

中
川
原

な
か
が
わ
ら

三
留
野
宿
の
本
陣（
鮎
沢
家
）あ
と

見
事
な
し
だ
れ
梅
の
古
木
が
あ
る
。

伊勢山（1,373m）
大正12年まで
伊勢神宮式年遷宮の
御用材を伐採、搬出。
その名を残す。

三
留
野
宿

み

　ど

　の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
宿
）

約4.0km（約75分）

（
京
へ
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
前
か
ら

右
手
へ
階
段
を
下
る

道
標
あ
り
。

（
日
傭
の
碑
）

西
尾
金
六
君
碑

（
江
戸
へ
）

階
段
を
上
る
。

脇
本
陣
跡

東
山
神
社

‐29‐‐30‐

江戸京 （野尻宿へ）（かぶと観音へ）

明
治
天
皇
御
小
休
所
碑

明
治
13
年
６
月
７
日

島
崎
藤
村

夜
明
け
前
の
冒
頭

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。

 

あ
る
と
こ
ろ
は
岨
づ
た
い
に

 

行
く
崖
の
道
で
あ
り
…
」

と
書
か
れ
て
い
る
場
所
。

柿
其
入
口
か
ら
与
川
入
口
ま
で

木
曽
路
屈
指
の
難
所
と
言
わ
れ
た

「
羅
天
の
桟
道
」
あ
と
で
す
。

そ
ば

沓
掛
は
羅
天
の

難
所
越
え
に
際
し
て

一
休
み
し
た

場
所
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
「
一
路
」
に
も

出
て
く
る
難
所

八
剣
神
社

「
金
毘
羅
神
社

  

椎
河
脇
神
社
」
石
碑

（
水
の
神
様
氾
濫
防
止
の

　祈
願
を
す
る
神
社
）

木
曽
川
の
両
側
に

八
剣
神
社
が
あ
っ
た
。

片
方
を

木
曽
熊
野
神
社
の

場
所
に
移
し
た
。

柿其入口

中川原峡

対岸の花崗岩が
美しいところ

竹林

坂

竹林

柿其水路橋

木
曽
川
沿
い
の

中
山
道
は

水
害
で
た
び
た
び

通
行
不
能
と
な
り

そ
の
迂
回
路
と
し
て

三
留
野
か
ら

野
尻
へ
と

峠
越
え
を
す
る

与
川
道
が

で
き
ま
し
た
。

与
川
道

木曽川の景色が良い
南寝覚とも呼ばれている

坂
の
上

金
知
屋

一
里
塚

トイレ間距離

区間距離

約4.4km

渡しがあった

羅天橋

与川側道橋

東山神社

WC

WC

木
工
所

（
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
製
作
）

牧
ヶ
沢
橋

牧
ヶ
沢
川

（
沢
が
あ
る
）

明
治
天
皇
行
在
所
記
念
碑

菓
子
店

石垣

中
山
道
は

こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
が

旧
国
鉄
及
び

国
道
開
発
に
よ
り

形
状
が
失
わ
れ
た
。

木曽八景
「与川の秋月」



約2.0km（約40分）

19

各家の庭木が
美しい集落

境内ベンチあり
ひと休みどうぞ。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

南
木
曽
小
学
校

等
覚
寺

（
円
空
仏
）

し
だ
れ
桜

小
学
校
へ
上
る
石
段

急
坂 梨

子
沢
橋

な
し
ざ
わ

WC

文

JR
南木曽駅

大
宗
土
建

坂

至
南
木
曽
駅

桃
介
橋

（
木
の
吊
橋
）

至
南
木
曽
駅

林
の
中
の
道

（
立
場
茶
屋
の
あ
っ
た
場
所
）

S
L
の
あ
る
公
園神

明
神
社

名
工
土
木

赤
い
消
火
栓 鉄

砲
水
が
出
て

沢
を
修
復

歩
道

青
い
家

民
家
蔵

貯木場

跨
線
橋

蛇
ぬ
け
沢

園
原
家（
東
山
神
社
の
神
官
）

園
原
先
生
の
碑

古
い
石
垣
の
あ
る
所

杉
林

竹林

階段
せん沢橋

かぶとを置いた石

間違えやすいので注意

国道へ

木
曽
義
仲
の
か
ぶ
と
観
音

義
仲
の
か
ぶ
と
観
音
が

ま
つ
ら
れ
て
お
り

江
戸
の
昔
参
勤
交
代
の
大
名
も

必
ず
足
を
止
め
お
参
り
し
ま
し
た
。

変
形
五
又
路

境
内
を
通
る

（
京
へ
）

楯
木
工
製
作
所
（
目
印
）

自
動
販
売
機
あ
り

こ
の
右
の
急
坂
を
下
る
。

戦
沢
・
木
曽
氏
と
遠
山
氏
が

や
り
と
り
を
し
て
い
た

（
領
地
境
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

石
畳
の
道

往
時
の
お
も
か
げ
あ
り
。

竹
林

竹
林

竹
林

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
案
内
板

街
道
名
物

し
だ
れ
梅
の
木
（
集
落
中
程
）

旧
林
鉄
道
路

ゆ
る
や
か
で
歩
き
や
す
い

中
山
道
の
道
し
る
べ

銀
杏
の
木

神
戸
ご
う
ど 和

合
わ
ご
う

WC
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江戸京 （三留野宿へ）（妻籠宿へ）

（
京
へ
）

小
学
校
へ
上
る
石
段
を

3
〜
4
段
登
り
民
家
と
蔵
の
間

を
行
く
の
が
中
山
道
で
す
が

人
様
の
家
の
前
を
通
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
蔵
の
脇
の
急
坂

を
上
っ
て
下
さ
い
。

南
木
曽
駅
観
光
案
内
所

（
駅
構
内
）

約1.7km約1.2km WCWC
トイレ間距離

区間距離

約1.4km

昔 

木
曽
の
谷
中
に

酒
な
し

和
合
の
里
人

は
じ
め
て

こ
れ
を
作
る

和
合
酒
と
い
う
。

巴御前
袖振りの松

中
部
北
陸
自
然
歩
道
看
板

日本遺産 32

史跡  中山道
日本遺産 39

木曽材木工芸品
（木曽全域）



妻
籠
宿 

寺
下
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江戸の昔にタイムスリップしたみたい
ほっとする家並です。

木曽の南の守りの城として
県の史跡になっている。

竹
林

広
い
道

木の橋

坂

茶
屋
の
あ
っ
た
所

一
里
塚
が
一
対

し
っ
か
り
残
っ
て
い
る

桧林
竹林林

の
中
の
道

坂

城
山
茶
屋

（
今
は
営
業
し
て
い
な
い
）

本陣

バ
ス

第二

坂
坂

坂

坂
中
山
道
の
石
の
道
し
る
べ

飯
田
へ
の
道
し
る
べ

蛇
石

丘
に
登
っ
て
見
る
と

蛇
の
頭
に
見
え
る
？

高
札
場

妻
籠
宿
の
桝
形

宿 宿

尾
又
橋

黒
又
屋
（
上
丁
字
屋
）

や
じ
さ
ん
き
た
さ
ん
の

お
話
の
残
る
。

妻
籠
を
愛
す
る
会

　

脇
本
陣
林
家
「
奥
谷
郷
土
館
」

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
を
。

中
山
道 

妻
籠
宿

日
本
で
最
初
に
江
戸
時
代
末
期
の

宿
場
町
の
復
元
と
保
存
を
行
っ
た
。

妻
籠
第
一
駐
車
場

（
バ
ス
の
み
）

水
車無

料
休
憩
所

無料休憩所
石
段

光
徳
寺

汗
か
き
地
蔵

〒

渡
島

上
久
保
一
里
塚

江
戸
よ
り
八
十
番
目

う
わ
く
ぼ

馬
頭
観
音

妻
籠
へ
0.7
の
道
し
る
べ

こ
れ
よ
り
妻
籠
宿
の

案
内
板

坂

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

防
火
水
槽

お
城
の
碑
と
案
内
板

コ
ン
ク
リ
舗
装
の

か
な
り
の
急
坂
で
〜
す
。

山
道
を

妻
籠
城
跡
へ

20
分

坂

地
蔵
沢
橋

口
留
番
所
跡

復元された
妻籠本陣です。

妻
籠
観
光
案
内
所

荷
物
預
り

約4.0km（約60～75分）

江戸京

WC

WC

WC

WC
妻
籠
の
名
所
の
一
つ
鯉
岩
え

「
木
曽
路
名
所
図
会
」

明
治
24
年
の
大
地
震
で

頭
の
部
分
の
石
が

落
ち
て
し
ま
っ
た

WC

（かぶと観音へ）（大妻籠へ）

妻
籠
宿

妻籠城

妻籠宿を上から、
反対側から駒ヶ岳をのぞむビュースポット

こ
の
暮
れ
の

も
の
悲
し
き
に
若
草
の

妻
呼
び
た
て
て

小
牡
鹿
鳴
く
も

　（
良
寛
さ
ま
の
歌
碑
）

約1.4km約0.96km WCWC WCWC
トイレ間距離

区間距離

約0.34km約0.5km

読書発電所
よみかき

中
部
北
陸
自
然
歩
道
案
内
板

森
林
鉄
道
跡

渡
島
蛇
抜
沢

T
A
X
I

中央

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

宿
場
町 

妻
籠
宿

妻
籠
宿
保
存
地
区

日
本
遺
産
30

林
家
住
宅

日
本
遺
産
31

日本遺産 33

妻籠城跡



‐35‐‐36‐

心地良い
山道

林
の
中 発電所墓地

蘭川
平坦な道

大きな入口が作れる

中
山
道
の
石
の
道
標

石
畳

階
段
の
道

神
明
茶
屋

町
史
跡

中
山
道
と

飯
田
街
道
の
分
岐
点

「
橋
場
」「
追
分
」

と
も
い
わ
れ
る

足
下
に

清
流
が
流
れ
る

神
明
橋

急坂

坂

坂

馬籠へ

男垂川
おたるがわ

格子戸・蔀戸の家
しとみ

蔀戸
しとみ

大
き
な
庚
申
塚

上
に
石
碑
が
見
え
る
。

こ
う
し
ん
づ
か

古
中
山
道民

宿

中
山
道
の
石
の
道
標

御
左
口
（
ミ
サ
グ
チ
）
神
を
祀
る
。

古
代
か
ら
土
俗
信
仰
の
神
様
で

土
地
精
霊
神

〝
土
地
丈
量
神
様
「
酒
神
」〞等
の

諸
説
が
あ
る
謎
の
神
様
と

い
わ
れ
て
い
る
。

田
島
橋

説
明
板

道
標

道
標

道
標

大
妻
橋

石
碑
道
標

神
明

大妻籠を通って
おいで下さい

石
畳

256
大
妻
籠
看
板

石
の
道
標

と
う
が
め
沢
、
下
り
谷
を
経
て

馬
籠
峠
へ
。

下
り
谷
へ

（
京
へ
）

林
の
中
か
ら

つ
づ
ら
折
り
（
Z
字
状
）
の

道
を
過
ぎ
る
と

段
々
田
ん
ぼ
の
所
へ
出
る
。

石
畳

大
妻
籠

江戸京

WC

WC

7
道
の
少
し
奥

民
家
の
庭
先
に

石
柱
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

 

（
明
治
14
年
）

（妻籠宿へ）（男滝・女滝へ）

石
畳

長
野
県
内
の
民
家
で

最
も
古
い
ク
ラ
ス
に

属
す
る
も
の
で
す
。

県
宝 

藤
原
家
住
宅

は
た
ご

卯
達
の
あ
る
旅
籠
が

昔
な
が
ら
に
残
っ
て
い
る

良
い
風
情
の
家
並
。

下
り
谷
一
里
塚

（
今
は
見
え
な
い
）

約0.5km約0.89km WCWC
トイレ間距離

区間距離

約1.04km

第三

飯田

か
た
く
り

群
生
地

中
部
北
陸
自
然
歩
道

※
多
目
的

　W
C
あ
り

中
部
北
陸
自
然
歩
道 コウヤマキ道

標
看
板

道標

道
標

道
標

道
標石

碑
黒
牛
の
供
養
塔 

牛
頭
観
音

中
山
道
に
祀
ら
れ
た

唯
一
の
牛
の
石
仏

木
曽
路
に
は
馬
よ
り

牛
の
方
が
適
し
て
い
た

岡
船

景
観
保
護
の
た
め

鉄
塔
の
色
も
茶
色

お
し
ゃ
ご
じ
さ
ま

蘭＝イチイの木
アララギ
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古中山道を通って
男滝・女滝をご覧下さい。

川の瀬音を聞きながら
心地よい林の中の道です。

男垂川
おたるがわ

竹林

現在通行止

急坂

車１台通行可の急坂

町
道

倉
科
神
社

坂

坂

小
さ
な
広
場

ベ
ン
チ
あ
り

ひ
と
休
み

ど
う
ぞ

滝
見
橋

男
滝
が
見
え
る
。

滝
の
説
明
板

急
坂（
階
段
）

吉
川
英
治
作

「
宮
本
武
蔵
」
の

舞
台
の
一
つ
で
す
。

林
の
中
へ

竹
林

家
の
前
に

倉
科
さ
ま
の
案
内
板
あ
り
。

段
々
の
田
ん
ぼ

小
さ
な
木
の
橋

WC

WC

WC

男
滝

女
滝

下
り
谷

く
だ
り
た
に

（
京
へ
）

車
道
へ
出
る

（
江
戸
へ
）

滝
の
案
内
板
を
見
て

急
坂
を
下
る
。

滝
上
橋

男
垂
国
有
林
の
説
明
板

小
さ
な
道
標

ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
の

合
体
木

県
道

横断歩道なし

神
居
木
（
天
狗
の
腰
か
け
）

か
も
い
ぎ

石
の
道
標

樹
齢
３
０
０
年
く
ら
い
の

サ
ワ
ラ
の
木

大
き
な

朴
の
木

（
京
へ
）

杉
林
の
中

（
5
分
足
ら
ず
で
白
木
改
番
所
へ
）

峠
入
口

石
畳
の

林
の
中
の
坂
道

説
明
板

説
明
板 木

の
橋
を
渡
る
。

約3.0km（約60分）

江戸京 （大妻籠へ）（馬籠峠へ）

約1.04km約0.52km WCWCWC
トイレ間距離

区間距離

約0.34km約0.75km

朴の葉は
朴葉巻き・朴葉寿司に使う

道
標

中
山
道
石
碑

中
部
北
陸
自
然
歩
道

馬
頭
観
音



中
部
北
陸
自
然
歩
道
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子
安
観
音
（
子
宝
の
観
音
）

一石栃立場茶屋あと
ひと休みどうぞ。

（15時頃まで）

と
う
そ
ん

こ
の
峠
道
を
和
宮
様
や

「
夜
明
け
前
」
の
青
山
半
蔵
も

島
崎
藤
村
も
歩
い
た
の
で
す
。

少
々
き
つ
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
下
さ
い
。

林
の
中
の
道
を
通
る
。

馬
籠
峠
・
立
場
間
約
7
0
0
m

「
峠
の
頂
上
」 

海
抜
７
９
０
m

北
は
高
い
木
曽
の
山
々

南
の
方
は
「
平
な
野
原
の
多
い
」
と

藤
村
が
書
い
た
美
濃
の
平
野
で
す
。

坂坂

坂 坂

坂坂

石
畳

車
道

妻
籠
へ

峠
の
茶
屋

茶
屋
の
す
ぐ
脇
に

正
岡
子
規
の
句
碑

名
前
の
通
り
峠
の
上
に
あ
る

建
物
も
江
戸
時
代
末
期
の
物
が

残
っ
て
い
る
。

十
返
舎
一
九
の
句
碑

屋
根
つ
き
休
憩
所

西
の
山

モ
ミ
ジ
の
名
所
で
す

春
の
緑
・
秋
の
紅
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

水
が
沢
山
出
る
の
で

「
清
水
」
と
い
う

地
名
が
つ
い
た

馬
籠
峠
一
里
塚
跡

登
録
有
形
文
化
財

今
井
家
住
宅
主
屋

牛
つ
な
ぎ
石
が
家
の

軒
下
に
あ
り
ま
す

「
水
車
塚
」

明
治
三
十
七
年

山
津
波
で
亡
く
な
っ
た

蜂
谷
家
一
家
の
供
養
の
塚

文
字
は
島
崎
藤
村
の
筆

急坂

熊
野
神
社

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

横
断
歩
道
な
し
注
意

カーブミラー

清
水

お
か
し
ら

集
落
外
れ
の
石
垣
の
上
に

「
峠
の
御
頭
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

峠
の
集
落

石
の
道
標

石
畳
の
坂

梨
の
木
坂

竹林

車道

ベンチあり

食
事
処 

栗
こ
わ
飯
が
有
名

水
車
小
屋

馬
籠
へ

岩
田
橋

石
の
道
標

石畳
冬期閉鎖

茶屋
横
断
歩
道

中
部
北
陸
自
然
歩
道

中
部
北
陸
自
然
歩
道

車
道

「
峠
の
御
頭
頌
徳
碑
」

安
政
三
年 

（
峠
集
落
の
）

牛
方
（
牛
を
使
っ
て
荷
物
を
運
ぶ
人
）
が

中
津
川
の
問
屋
（
荷
物
の
取
次
を
す
る
所
）

と
の
間
で
運
賃
の
配
分
の
争
い
が
あ
り

牛
方
が
勝
っ
た
。

牛
行
事
（
頭
）
の
今
井
仁
兵
衛
を
讃
え
た
碑

「
夜
明
け
前
」
に
も
登
場
す
る
お
話
で
す
。

か
し
ら と

い
や

お
か
し
ら
し
よ
う
と
く
の
ひ

約2.5km（約50分）

江戸京

WC

WC

（男滝・女滝へ）（馬籠宿へ）

白
雲
や

青
葉
若
葉
の

三
十
里
（
正
岡
子
規
）

渋
皮
の

む
け
し
女
は

見
え
ね
ど
も

栗
の
こ
は
め
し

こ
ゝ
乃
名
物
（
十
辺
舎
一
九
）

木の橋

約0.75km約1.26km WCWC約1.5km

一
石
栃
白
木
改
番
所
の
説
明
板

あ
ず
ま
や
も
あ
る
。

しだれ桜名所
（4月下旬・4月25日前後に開花）

馬
籠
峠

岐
阜
県

長
野
県

県
境

旅
籠
「
桔
梗
屋
」

道
標 

中
部
北
陸
自
然
歩
道

明
治
天
皇
御
膳
水

坂

一
石
栃
立
場
茶
屋

日
本
遺
産
34

一
石
栃
立
場
茶
屋

往
時
は
7
軒
ほ
ど
の

家
が
あ
っ
た
が

現
在
は
牧
野
家
1
軒
の
み
。

江
戸
時
代
後
期
の
建
物
で
、

当
初
は
間
口
が
10
間
半

あ
っ
た
が
現
在
は
8
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

トイレ間距離

区間距離
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坂

坂

坂（
石
屋
坂
）

坂

坂

里 （
変
体
か
な
）

大
き
な
森

諏
訪
神
社

子
規
公
園

（
サ
ン
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
）

こ
こ
に
立
つ
と

広
々
と
し
た
美
濃
の
平
地
が

見
渡
せ
ま
す
。

（
京
へ
）

こ
こ
で
木
曽
路
は
終
わ
り
で
す
。

十
曲
峠
を
下
り
広
々
と
し
た

美
濃
の
平
野
へ
と
街
道
は
続
き
ま
す
。

至
落
合
宿
へ
石
畳
の
下
り
坂

新
茶
屋
一
里
塚
・
信
濃
と
美
濃
の
国
境
の
碑

竹
林
の
中

階
段
の
道

WC

WC

WC

WC

WC

『
是
よ
り
北

　木
曽
路
』
の
碑

車
道
へ石

の
道
標

道
標

通
り
抜
け
で
き
ま
せ
ん

右
中
山
道 道

標

中
山
道

階
段
の
道

木
曽
路
の
一
番
南
の
宿
場
で
す
。

馬
籠
宿
は
山
の
尾
根
に
で
き
た

珍
し
い
地
形
の
宿
場
で

石
垣
を
積
ん
で
平
地
を
作
り

一
軒
づ
つ
家
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

急坂 広
場

車
道

車
道

観光
案内所

藤
村
記
念
館

馬
籠
城
跡
説
明
板

島
崎
藤
村
の
墓

水
車
が
回
っ
て
い
ま
す

休
憩
所
（
6
人
位
）

み
や
げ

石
垣
で

囲
わ
れ
た

段
々
畑
が
つ
づ
く

冬期×
よ
こ
や

島
崎
藤
村
が
書
い
た
。

寺
道

永
昌
寺

小
説
「
夜
明
け
前
」
に
出
て
く
る

万
福
寺
が
こ
の
お
寺
で
す
。

馬
籠
宿
本
陣
跡
（
島
崎
藤
村
生
家
）

そ
ば
屋陣

場

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

高
札
場 馬

籠
ふ
る
さ
と
広
場

陣
馬
上
展
望
台

藤
村
文
学
碑
あ
り

目
の
前
に
恵
那
山
が

展
望
で
き
る

車
坂

馬
籠
宿
の
桝
形
で
す
。

道
祖
神

阿
弥
陀
堂石

屋
坂
の
石
柱

道
祖
神

サ
イ
ン

庚
申
碑

棚田石畳

（
江
戸
へ
）

い
よ
い
よ
木
曽
路
で
す
。
海
抜
７
９
０
m
の

馬
籠
峠
へ
向
か
っ
て
上
り
ま
す
。

約2.0km（約50～60分）約2.5km（約60～75分）

江戸京

7

7

〒

馬
籠
宿

ま
ご
め

新
茶
屋

（馬籠峠へ）

桑
の
実
の

木
曽
路
出
づ
れ
ば

穂
麦
か
な

　
　（
正
岡
子
規
）

約1.5km約0.5km WCWC WCWC
トイレ間距離

区間距離

約1.5km 約0.5km

脇
本
陣
・
資
料
館

山
口
誓
子
の
句
碑

清
水
屋
資
料
館

坂
に
あ
る
宿
場

藤
村
の
代
表
作
の
小
説

「
夜
明
け
前
」
は
馬
籠
が
舞
台

馬
籠
は
２
０
０
５
年
長
野
県
か
ら
岐
阜
県
に

島
崎
正
樹
翁
記
念
碑

藤
村
の
父
。

「
夜
明
け
前
」

青
山
半
蔵
の
モ
デ
ル

大
黒
屋

無
料
休
憩
所

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

中
部
北
陸
自
然
歩
道

休
憩
所
（
18
人
位
）

か
じ
や
橋

送
ら
れ
つ

送
り
つ
果
て
は

木
曽
の
穐

 

（
芭
蕉
の
句
碑
）

あ
き

四叉路

島
崎
藤
村
宅

（
馬
籠
宿
本
陣
）
跡

日
本
遺
産
42
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1 

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
の
情
報
を
も
と
に
作
成

し
て
あ
り
ま
す
。

　

 

目
印
の
建
物
の
移
転
、
取
り
壊
し
、
木
の
伐
採
等
で
情
報

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2 

江
戸
時
代
の
中
山
道
中
心
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に

道
が
残
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
や
、
私
有
地
に
な
っ
て
い
る

所
、
経
路
に
つ
い
て
諸
説
存
在
す
る
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
り
当

時
の
中
山
道
を
完
全
に
再
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3 

中
山
道
を
辿
る
こ
と
を
優
先
し
て
作
成
さ
れ
た
マ
ッ
プ
の
た

め
、
車
の
往
来
が
激
し
く
、
横
断
歩
道
の
無
い
危
険
な
箇

所
、
私
有
地
が
存
在
し
ま
す
。
歩
か
れ
る
際
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
危
険
な
箇
所
に
は
迂
回
路
を
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。
必
ず
迂
回
路
を
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

な
お
、
こ
の
マ
ッ
プ
を
ご
利
用
し
て
負
傷
し
た
場
合
、
一
切
責

任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

4 

鳥
居
峠
、
馬
籠
峠
付
近
な
ど
熊
の
出
没
す
る
区
間
が
あ
り

ま
す
。
鈴
等
、
音
の
出
る
も
の
を
ご
準
備
下
さ
い
。

5 

飲
食
す
る
場
合
等
に
出
る
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
下
さ

い
。

6 

記
載
し
て
あ
り
ま
す
歩
行
時
間
は
、
1
km
当
た
り
約
20
分
前

後
の
計
算
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
登
り
坂
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
れ
以
上
に
時
間
を
要
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
参
考

時
間
で
す
。
史
跡
の
見
学
時
間
、
休
憩
時
間
は
含
み
ま
せ

ん
。

7 

マ
ッ
プ
中
の
浮
世
絵
は
、
木
曽
路
美
術
館
所
蔵
の
浮
世
絵
を

転
載
し
て
い
ま
す
。

　

 

こ
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
木
曽
町
の
蓑
島
さ
ん
の

手
書
き
マ
ッ
プ
を
基
本
に
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木

曽
町
観
光
協
会
の
木
村
さ
ん
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

と
実
際
に
こ
の
コ
ー
ス
を
歩
い
て
い
た
だ
き
検
証
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

 

＊
無
断
複
製
禁
止

木
曽
観
光
連
盟

　二
〇
〇
九
年
初
版

二
〇
二
三
年
第
七
版

中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

ご
利
用
す
る
に
あ
た
り

木曽観光連盟事務局   〒399-6101長野県木曽郡木曽町日義木曽文化公園内
電話（0264）23-1122 　https://kiso-nagano.ne.jp/

木曽観光連盟

中
山
道

  
木
曽
路
の
高
低
差新茶屋

馬籠宿
峠の茶屋
男滝・女滝
妻籠宿
三留野宿
十二兼駅
野尻宿
大桑駅
須原宿
倉本駅
寝覚の床
上松宿

元橋
福島宿
木曽大橋
原野
宮ノ越宿
神谷入口
藪原宿
丸山公園
奈良井宿
木曽平沢
贄川宿
桜沢

500
600
790
610
430
430
470
530
530
570
610
710
700

2.2
2.5
2.1
3.3
4.3
4.7
4.2
3.2
4.5
5.0
5.0
1.6
5.6

750
780
770
840
850
880
920
1200
946
908
880
810

2.5
2.6
3.5
3.0
2.5
4.1
3.0
4.0
2.4
5.5
4.1
0

場所 標高（ｍ） 距離（㎞） 場所 標高（ｍ） 距離（㎞）

400

600

800

1000

1200

桜
沢

贄
川
宿

奈
良
井
宿

藪
原
宿

宮
ノ
越
宿

福
島
宿

上
松
宿

須
原
宿

野
尻
宿

三
留
野
宿

妻
籠
宿

馬
籠
宿

新
茶
屋



是
よ
り
北

　木
曽
路

江
戸
時
代
の
趣
が

そ
の
ま
ま
残
る
往
来
、

美
し
き
木
曽
路
を
行
く
。

三留野宿 野尻宿 須原宿 上松宿

妻籠宿

馬籠宿

美
濃
か
ら
木
曽
路
へ
、
石
畳
の
十
曲
峠
を
歩
き
、

し
ば
し
続
く
長
閑
な
道
。

馬
籠
宿
、
妻
籠
宿
で
は
、

軒
を
連
ね
る
美
し
い
町
並
み
に
親
し
み
、

さ
ら
に
北
へ
歩
め
ば
、
幾
多
の
句
碑
、

由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
、
美
し
い
渓
谷
、

伝
説
の
地
な
ど
の
見
ど
こ
ろ
が
待
ち
受
け
ま
す
。

裏
道
、
小
路
、
廻
り
道
…
。

あ
ら
た
め
て
、
一
歩
一
歩
、
風
景
を
楽
し
む

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
魅
力
が
実
感
で
き
ま
す
。

WC道しるべ
石碑
東屋
桜・紅葉名所
水場
トンネル跡

ビューポイント
フォトスポット
木曽八景
重要文化財
日本遺産水

トイレ
駐車場
バス停
横断歩道
観光案内所
クマ除けの鐘

凡

　例

是
よ
り
南 

木
曽
路

 
1

桜
沢
〜
中
畑

 

3

贄
川
〜
平
沢

 

5

奈
良
井
〜
鳥
居
峠

 
7

薮
原
〜
山
吹

 

9

宮
ノ
越
〜
原
野

 

11

原
野
〜
関
町（
木
曽
町
）

 13

福
島
関
所
〜
元
橋

 
15

神
戸
〜
上
松

 

17

上
松
〜
立
町

 

19

倉
本
〜
大
桑

 

21

大
桑
〜
須
原

 

23

大
桑
〜
野
尻

 

25

野
尻
〜
十
二
兼

 

27

南
寝
覚
〜
三
留
野

 

29

三
留
野
〜
か
ぶ
と
観
音

 31

渡
島
〜
妻
籠

 

33

寺
下
〜
大
妻
籠

 

35

男
滝
〜
神
居
木

 

37

一
石
栃
〜
水
車
塚

 

39

馬
籠
〜
諏
訪
神
社

 
41

木
曽
路
の
高
低
差

 
43

是
よ
り
北 

木
曽
路

 
45
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